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　初夏の風が清々しい季節、いかがお過ごしでしょうか。一昨年以降、新型コロナウイルス感染症が猛威を

振るい、日常生活や経済活動に大きな影響を与えてきました。国内ではワクチン接種が進んでいるものの、

変異株の流行により収束の見通しが立っていません。長期化するコロナ禍において、医療従事者をはじめ、

福祉、介護、学校など関係者の皆様には感染拡大防止にご尽力・ご協力いただき、心から敬意を表します。

引き続き各自がマスク着用、手指消毒、3密回避、早期のワクチン接種等で感染拡大を食い止め、収束につな

げていこうではありませんか。

　私も、徳島市議として12年目（3期目）に入りましたが、これまでの私の様々な取り組みや議員活動に対し

て、ご支援・ご協力をいただいておりますことに心より感謝を申し上げます。

　2018年に議会運営委員会の委員長に就任以来、3年連続で務め、昨年の6月定例議会で、副議長に就任

いたしました。そして、産業交通委員会と防災対策、まちづくり対策、子育て・健康長寿の3つの特別委員会

で活動してまいりました。新ホールの建設やごみ処理施設の整備、待機児童の解消など課題が山積し、コロ

ナでダメージを受けた地域経済や市民の日常生活を取り戻すための取り組みも急務です。

　このような状況の中、先般の3月定例議会では、2022（令和4）年度徳島市一般会計予算として、子ども・

子育て支援の推進や新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、ワクチン接種事業や市民への生活支

援、地域経済活性化のための支援や、防災・減災、国土強靱化推進事業に

係る補正予算など、36議案を可決・同意・承認しました。

　また、県内他自治体に先んじて、開会日（3月7日）には、議員提出議案と

して「ロシアによるウクライナ侵略に強く抗議する決議案」を全会一致で可

決しました。一日も早く平和が取り戻せることを願っております。

　まだまだ厳しい社会・経済情勢が続くと思いますが、「希望と安心のまち

づくり」「震災・災害に強いまちづくり」に向け、そして、徳島市民の福祉の

向上と皆様の思いを市政に届けるため、一生懸命がんばってまいります。

　引き続いてのご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。



１．子ども・子育て支援の推進　27.6億円
■教育・保育施設等整備費補助
　私立認定こども園１園の整備に対する助成

【3億1,517万円】
■認定こども園整備事業
　 令和７年４月に富田中学校区に市立認定こども園
１園を整備するための設計費　【3,709万円】

■教育・保育施設等運営費補助
　　保育士の離職防止や負担軽減を目的とした各種
助成　【6,993万円】

■保育人材確保対策事業
　　保育の質向上や人材確保を目的とした出前講座
開催や各種研修支援　【505万円】 ほか

2．ポストコロナを見据えた、まちの
　にぎわい創出の推進　6.6億円
■市民活力開発センター機能強化事業
　　公・民・学が連携し、市民と一緒に地域課題を解決
するため、プラットホームを構築。また、活動拠点を利
便性の高いアミコビルに移転　【1,257万円】

■ひょうたん島川の駅ネットワーク推進事業
　　両国・ベイエリア間の新ルートの運航やネットワー
ク構想の見直しにより、人の流れを生み出し、にぎ
わい創出を図る　【1,812万円】

■新町西地区市街地再開発事業
　　新町西地区市街地再開発組合が行う新たな再開
発事業に対し、補助金の交付等を実施

　【2億2,638万円】
■阿波おどり運営費補助
　　徳島市阿波おどりの開催を支援するため、主催者
に対し、運営に係る経費を補助【2,000万円】 ほか

3．デジタル化・スマート化の推進　6.7億円
■ICT環境の整備
　　ＩＣＴ支援員を活用することにより、教員のＩＣＴ
活用指導力の向上を図るなど、学習環境を充実させ
子どもの学びを支える　【2億8,557万円】

■スマート農業推進のため、意見交換会の開催や
   機器購入の支援を実施　【89万円】　ほか

4．ダイバーシティ・ＳＤＧｓの推進　2.1億円
■女性活躍推進啓発事業

　　各種団体と連携し、男女共同参画の普及啓発を
図る　【88万円】

■ダイバーシティ経営企業応援事業
　　ワークライフバランスの推進や職場環境改善、多
様な人材の雇用に取り組む企業に対して支援する
　【150万円】

■脱炭素化事業（水道事業）
　　効果的な水運用・省エネルギー化の実現のため、
新たな制御所を整備　【１億円】

■持続可能な環境未来都市形成事業
　　脱炭素に向けた取り組みを推進するため、太陽
光発電設備や蓄電システム等の設置に対する補助
等を実施　【2,070万円】 ほか

5．障害福祉サービス給付事業　79億7,117万円
　　居宅介護、短期入所、生活介助、共同
生活援助などのサービス費用を給付し、
障がいのある人の日常生活を支える

6．新生活様式対応住宅リフォーム支援事業　
2,014万円

　　市民の住環境の向上を図るため、自己の居住する
住宅に対し、感染防止対策を含む改修経費の一部
を助成

7．子ども未来基金積立金　5億50万円
　　安心して子育てができる環境づくりのため、保育
士確保、母子保健の強化などに必要な財源を安定
的に確保するための基金を設置

8．新型コロナウイルスワクチン接種
　事業　5億9,156万円
　　ワクチン接種体制の確保・接種の実施
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【加村】動物の死亡について。今年7月にセイロンゾ
ウが腎不全で死亡したと報告を受けたが、最近、大
型動物が相次いで死亡しているようだが、近年（３ヶ
年）の間に死亡した動物は。
【答・動物園長】近年、３年間の状況については、平
成30年5月にアムールトラが2歳11ヶ月で亡くなってお
り、令和2年2月にオリックスが4歳2ヶ月、9月にマサイ
キリンが18歳5ヶ月、12月にアムールトラが8歳8ヶ月
で亡くなっている。
【加村】人気のある大型動物が亡くなっており、今の
とくしま動物園は、子どもたちにとって非常に寂しい
動物園となっている。今後、大型動物の補充にどう取
り組んでいくのか。
【答・動物園長】動物の補充については、日本動物
園水族館協会にとくしま動物園は加盟しており、日
本の動物園140園、水族館140館の中から貸し借り、
ブリーディングローンという方法や交換によって補充
していきたい。その貸し借りの中で、現在も令和元年
度にメスのライオンや2年度にはオスのホッキョクグ
マが来園しており、今後もそれを活用していきたいと
考えている。
【加村】管理運営について。平成26年度に策定した
「とくしま動物園管理運営計画」に定める入園者数
及び展示動物数の目標値と、計画策定以降の推移は
どうなっているのか。
【答・動物園長】入園者数については、計画策定時
の平成26年度は目標値26万人に対し24万2,783人
で、以降、コロナ禍前の平成30年度は21万6,598人、
コロナ禍の令和2年度は15万6,180人である。展示
動物数については、平成26年度は目標値85種450
点に対し75種387点で、令和3年度4月は83種475点
である。
【加村】管理運営計画に基づく事業内容について、
ハード面（施設整備）とソフト面（イベントなど）の具
体的な説明を。
【答・動物園長】ハード面は、5つのエリアを順次改
修してきた。今のところ、フライングケージやモンキー
プロムナード、平成30年度から取り掛かったサバンナ
エリア区のミーアキャット舎やフラミンゴ舎、ライオン
舎などを整備。現在は施設の基幹部分、獣舎ろ過設

備の改修を重点的に行っており、今後は、死亡した大
型動物などの導入にかかる選定など事業の進め方を
検討していく。ソフト面では、多様な世代を対象にイ
ベントやサポーター制度を充実させており、コロナ禍
においてイベントができない状況ではあるが、サポー
ター制度においては、多くの方々からご支援を頂いて
いる状況である。
【加村】管理運営計画の計画期間は10年間のようだ
が、計画の見直しを行うのか。中間見直し、次期計画
の策定方針について検討すべきと考えるが、その認
識は。
【答・動物園長】管理運営計画は平成26年度に策定
され、中間年を過ぎているが、近年の新型コロナ感
染症の拡大など、社会情勢やハード面の進捗などを
考慮しながら、目標値や取り組みを検討していく必要
があると考えている。

　とくしま動物園は、市民にとって非常に親しまれて
いる。管理運営計画は動物園をより良い施設とする
ために策定した計画であり、策定後7年目を迎えた現
在、中間見直しや次期計画の策定方針を検討すべき
時期にきていると考えている。また、新型コロナの影
響で来園者が減少している今こそ、アフターコロナを
見据えた来園者確保策が重要である。ゾウやキリン
など動物が亡くなった舎は、修繕工事等もやりやす
いと思う。ぜひ、大型動物の早期補充とともに、魅力
ある動物園となるよう、今後ともしっかりと取り組ん
でいくことを要望する。

【令和4年度当初予算で、とくしま動物園リニュー 
   アル事業　１億6,449万4千円】
■事業目的：動物園の
人気エリアであるサバ
ンナエリアの魅力づくり
を進めるため、ブリーデ
ィングローンによりキリ
ン（雄雌ペア）を迎える
準備として、キリン舎の
増改築工事を行う。ま
た、獣舎ろ過設備等の
改修により、園内の環
境整備を行う。

2022（令和4）年度　徳島市当初予算の重点施策（一部抜粋）2022（令和4）年度　徳島市当初予算の重点施策（一部抜粋）



１．子ども・子育て支援の推進　27.6億円
■教育・保育施設等整備費補助
　私立認定こども園１園の整備に対する助成

【3億1,517万円】
■認定こども園整備事業
　 令和７年４月に富田中学校区に市立認定こども園
１園を整備するための設計費　【3,709万円】

■教育・保育施設等運営費補助
　　保育士の離職防止や負担軽減を目的とした各種
助成　【6,993万円】

■保育人材確保対策事業
　　保育の質向上や人材確保を目的とした出前講座
開催や各種研修支援　【505万円】 ほか

2．ポストコロナを見据えた、まちの
　にぎわい創出の推進　6.6億円
■市民活力開発センター機能強化事業
　　公・民・学が連携し、市民と一緒に地域課題を解決
するため、プラットホームを構築。また、活動拠点を利
便性の高いアミコビルに移転　【1,257万円】

■ひょうたん島川の駅ネットワーク推進事業
　　両国・ベイエリア間の新ルートの運航やネットワー
ク構想の見直しにより、人の流れを生み出し、にぎ
わい創出を図る　【1,812万円】

■新町西地区市街地再開発事業
　　新町西地区市街地再開発組合が行う新たな再開
発事業に対し、補助金の交付等を実施

　【2億2,638万円】
■阿波おどり運営費補助
　　徳島市阿波おどりの開催を支援するため、主催者
に対し、運営に係る経費を補助【2,000万円】 ほか

3．デジタル化・スマート化の推進　6.7億円
■ICT環境の整備
　　ＩＣＴ支援員を活用することにより、教員のＩＣＴ
活用指導力の向上を図るなど、学習環境を充実させ
子どもの学びを支える　【2億8,557万円】

■スマート農業推進のため、意見交換会の開催や
   機器購入の支援を実施　【89万円】　ほか

4．ダイバーシティ・ＳＤＧｓの推進　2.1億円
■女性活躍推進啓発事業

　　各種団体と連携し、男女共同参画の普及啓発を
図る　【88万円】

■ダイバーシティ経営企業応援事業
　　ワークライフバランスの推進や職場環境改善、多
様な人材の雇用に取り組む企業に対して支援する
　【150万円】

■脱炭素化事業（水道事業）
　　効果的な水運用・省エネルギー化の実現のため、
新たな制御所を整備　【１億円】

■持続可能な環境未来都市形成事業
　　脱炭素に向けた取り組みを推進するため、太陽
光発電設備や蓄電システム等の設置に対する補助
等を実施　【2,070万円】 ほか

5．障害福祉サービス給付事業　79億7,117万円
　　居宅介護、短期入所、生活介助、共同
生活援助などのサービス費用を給付し、
障がいのある人の日常生活を支える

6．新生活様式対応住宅リフォーム支援事業　
2,014万円

　　市民の住環境の向上を図るため、自己の居住する
住宅に対し、感染防止対策を含む改修経費の一部
を助成

7．子ども未来基金積立金　5億50万円
　　安心して子育てができる環境づくりのため、保育
士確保、母子保健の強化などに必要な財源を安定
的に確保するための基金を設置

8．新型コロナウイルスワクチン接種
　事業　5億9,156万円
　　ワクチン接種体制の確保・接種の実施
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ウが腎不全で死亡したと報告を受けたが、最近、大
型動物が相次いで死亡しているようだが、近年（３ヶ
年）の間に死亡した動物は。
【答・動物園長】近年、３年間の状況については、平
成30年5月にアムールトラが2歳11ヶ月で亡くなってお
り、令和2年2月にオリックスが4歳2ヶ月、9月にマサイ
キリンが18歳5ヶ月、12月にアムールトラが8歳8ヶ月
で亡くなっている。
【加村】人気のある大型動物が亡くなっており、今の
とくしま動物園は、子どもたちにとって非常に寂しい
動物園となっている。今後、大型動物の補充にどう取
り組んでいくのか。
【答・動物園長】動物の補充については、日本動物
園水族館協会にとくしま動物園は加盟しており、日
本の動物園140園、水族館140館の中から貸し借り、
ブリーディングローンという方法や交換によって補充
していきたい。その貸し借りの中で、現在も令和元年
度にメスのライオンや2年度にはオスのホッキョクグ
マが来園しており、今後もそれを活用していきたいと
考えている。
【加村】管理運営について。平成26年度に策定した
「とくしま動物園管理運営計画」に定める入園者数
及び展示動物数の目標値と、計画策定以降の推移は
どうなっているのか。
【答・動物園長】入園者数については、計画策定時
の平成26年度は目標値26万人に対し24万2,783人
で、以降、コロナ禍前の平成30年度は21万6,598人、
コロナ禍の令和2年度は15万6,180人である。展示
動物数については、平成26年度は目標値85種450
点に対し75種387点で、令和3年度4月は83種475点
である。
【加村】管理運営計画に基づく事業内容について、
ハード面（施設整備）とソフト面（イベントなど）の具
体的な説明を。
【答・動物園長】ハード面は、5つのエリアを順次改
修してきた。今のところ、フライングケージやモンキー
プロムナード、平成30年度から取り掛かったサバンナ
エリア区のミーアキャット舎やフラミンゴ舎、ライオン
舎などを整備。現在は施設の基幹部分、獣舎ろ過設

備の改修を重点的に行っており、今後は、死亡した大
型動物などの導入にかかる選定など事業の進め方を
検討していく。ソフト面では、多様な世代を対象にイ
ベントやサポーター制度を充実させており、コロナ禍
においてイベントができない状況ではあるが、サポー
ター制度においては、多くの方々からご支援を頂いて
いる状況である。
【加村】管理運営計画の計画期間は10年間のようだ
が、計画の見直しを行うのか。中間見直し、次期計画
の策定方針について検討すべきと考えるが、その認
識は。
【答・動物園長】管理運営計画は平成26年度に策定
され、中間年を過ぎているが、近年の新型コロナ感
染症の拡大など、社会情勢やハード面の進捗などを
考慮しながら、目標値や取り組みを検討していく必要
があると考えている。

　とくしま動物園は、市民にとって非常に親しまれて
いる。管理運営計画は動物園をより良い施設とする
ために策定した計画であり、策定後7年目を迎えた現
在、中間見直しや次期計画の策定方針を検討すべき
時期にきていると考えている。また、新型コロナの影
響で来園者が減少している今こそ、アフターコロナを
見据えた来園者確保策が重要である。ゾウやキリン
など動物が亡くなった舎は、修繕工事等もやりやす
いと思う。ぜひ、大型動物の早期補充とともに、魅力
ある動物園となるよう、今後ともしっかりと取り組ん
でいくことを要望する。

【令和4年度当初予算で、とくしま動物園リニュー 
   アル事業　１億6,449万4千円】
■事業目的：動物園の
人気エリアであるサバ
ンナエリアの魅力づくり
を進めるため、ブリーデ
ィングローンによりキリ
ン（雄雌ペア）を迎える
準備として、キリン舎の
増改築工事を行う。ま
た、獣舎ろ過設備等の
改修により、園内の環
境整備を行う。

加村ゆうじ質問まとめ加村ゆうじ質問まとめ

2021年9月定例議会 
　　　　　　（産業交通委員会）

　とくしま動物園北島建設の森について

※提供：とくしま動物園



希望と安心のまちづくり

徳島南部自動車道　
徳島ＪＣＴ～徳島沖洲ＩＣ開通式
　　（2022.3.21）

国際女性デー、ウクライナ支援
募金活動で街宣（2022.3.16）　

連合徳島新年旗開き（2022.1.6）

眉山ＬＣで眉山中腹休憩所付近の
草刈り清掃ボランティア（2022.3.6）

上八万地区成人式
（2022.1.9）

第93回徳島中央メーデー
（2022.5.1藍場浜公園）

2022年5月（4） Vol.13
議会・活動通信

   徳島市政発展のため、
皆さまのご意見ご要望を
お聞かせください

日本石材産業協会徳島支部と徳島市が大規模
災害時の応急対策業務に関する協定を結ぶ 
            （2021.10.11）

フレッセ本部・徳島市連合会が徳島市長に住宅リフォーム
支援事業など9項目の要請書を提出（2021.12.20）


